
教材・教具の紹介（自作） 
 

２ 心理的な安定  

名 称 及び 写 真  ねらい  
使い方・アピール

ポイント等  

「今の自分って？」    

  

・今の自分について項

目ごとに整理し、客観

的に自分を知ることが

できます。  

・いつでもふり返るこ

とができるようにしま

す。1 年後もう一度行

い変化を比べてみても

おもしろいと思いま

す！  

 

３ 人間関係の形成  

名 称 及び 写 真  ねらい  
使い方・アピール

ポイント等 
やさしくタッチ！カード 

 

 

 

 

 

 

・自分が日頃どのような

行動をしているのかを知

り、その行動についてこ

のカードを見ながら振り

返ったり、適切な関わり

ができるように促すこと

ができます。 

・教師集団でこのカード

を活用することで、担任

以外でも対象児童に対し

て「優しく、心地よい」

関わりをわかりやすく、

また統一して伝えること

ができます。  

色々な気持ちと 

その感情に合った状況絵  

  

 

・表情や感情の理解を深

めることができます。  
・①表情絵カードの神経

衰弱（表情に注目し、感

情の言葉と一緒に覚えま

す）②表情絵カードと教

師の表情写真のマッチン

グ（人の表情に注目し理

解を深めます）③表情絵

カードと状況絵カードの

マッチング（場面と感情

を照らし合わせ考えてい

きます）④教師によるロ

ールプレイングを見る

（状況絵で理解しにくい

場面を動画で見ることで

より理解しやすくなりま

す） 



ソーシャルスキルトレーニング 

（ＳＳＴ）  
絵カード（連続絵カード）のワークシート  

・絵に描かれた状況や人

物の感情、言葉のやりと

り等について学習をした

後で、ワークシートに自

分の考えをまとめます。  

・文字で書くことで、学

習した内容や自分の気持

ちを整理しまとめること

ができます。自分と友達

との類似点や相違点を、

言葉のみよりも文字で書

いてあることで気づきや

すいことがあります。教

師は子どもの理解度や考

え方の特徴を把握する手

立てになります。  

 

４ 環境の把握  

名 称 及び 写 真  ねらい  
使い方・アピール

ポイント等  

スクーターボード  

   

・前庭覚、固有覚、触

覚、視覚への刺激が与え

られます。加速刺激も入

力できます。身体像の形

成も促します。  

・手足を使って自ら進

んだり、フラフープを

持たせて引っ張った

り、回転させたりして

活動を楽しみます。  

ミニハードル  

 

 

 

 

・基本的な運動企画力

(足を上げる、またぐ、

跳ぶ)を育みます。 

・教室内で気軽に取り
組め、低めの高さ設定
と倒れてもすぐに直せ
る作りにしてあるた
め、失敗感や恐怖感を
感じにくい。 
・足を上げる→またぐ
→跳ぶといった個々の
課題にそって取り組む
ことができます。 

どっちかな？  ・記銘、記憶、想起、推

測の一連の行動を通し

て、視覚認知や視機能を

高めることができます。 

・注視や追視といった

視機能の力をつけるこ

とができ、見えない物

を推測し、考える力を

つけることができま

す。 

・見比べる、見分ける

といった力をつけるこ

とができます。 

テーブル琴 

 

 

・音との因果関係を理解

することができます。 

・鈴がついているので

音がわかりやすいで

す。 

 



５ 身体の動き  

名 称 及び 写 真  ねらい  
使い方・アピール

ポイント等  

ひっぱりおもちゃ  ・目と手の協応を促しま

す。  

・手指の巧緻性を高めま

す。 

・引っ張ります。 引っ

張る感触がおもしろく、

終わりがわかって見通し

が持てるようになりま

す。  

はがしてスッキリ  

   

・目と手の協応を促しま

す。  
・手指の巧緻性を高めま

す。 

・少し強めのマジックテ

ープをビリッ！とめくる

感覚が味わえます。  

ひも通し  

  

・手指の操作性を高めま

す。  
・集中力も高めることが

できます。  

・色々な形や色があるの

で楽しく取り組めます。  

フタとめはずし  

   

・手指の操作性を高めま

す。  
・集中力を高めることが

できます。  

・物をひねったり回した

りする力がつきます。  

クリップとめはずし  

   

・手指の操作性を高めま

す。  
・集中力を高めることが

できます  

・クリップの種類は子ど

もによってかえることが

できます。クリップをは

さむ厚紙に模様や、はさ

む型を書いておけばより

意欲的に取り組めます。  

牛乳パック椅子  

   

・座位のための補助具を

使い自分で座れます。

（腰ベルトを装着し、座

面や腰、背中等必要に応

じてクッションを使用）  

・製作費用はタダです。

子どもの身体に合わせて

作ることも簡単です。  

ボタン留め外し 

 

 

・手指の巧緻性を高める

ことができます。 

 

・ボタンが大小になって

いたり、ボタン穴が縦横

になっていたりするので

いろんな場面を想定する

ことができ、日常生活動

作の練習にもなります。 



ワッシャー入れ ・手指の巧緻性を高める

ことができます。 

・目と手の協応動作を高

めることもできます。 

 

 

 

絵本の中の登場人物(フェルト人形) ・目と手の協応動作の力

を高めることができま

す。 

 

 

 

 

・触りやすい素材で意欲

的に触ろうとします。 

・柔らかい素材に触れる

ことで心理的な安定にも

つなげられます。 

 

６ コミュニケーション 

 

 

 

 

 

名 称 及び 写 真  ねらい  
使い方・アピール

ポイント等  
吹く練習シリーズ  ・吹く練習により呼気、

吸気のコントロール力を

つけることができます。  

・口に物をくわえるのが

苦手な子は、風車やお花

紙で練習します。吹く力

が弱い場合、お花紙だと

少しの息で変化が見える

のでわかりやすいです。  

ｉＰａｄでマカトンサインの練習  

   

・正しいマカトンサイン

を覚える。できるマカト

ンサインを増やしたり、

言葉とマカトンサインを

一致させたりします。  

・ｉＰａｄをつかうこと

で意欲的に取り組める。

ｉＰａｄを自分で操作す

ることができる。両手を

使って教えることができ

ます。  

パン○○ください ・教師とコミュニケーシ

ョンを取りながらでき

る。 

・児童の好きな実物の写

真を使用することで学習

意欲を持たせることがで

きる。 



その他  

人間関係の形成・環境の把握・身体の動き  

名 称 及び 写 真  ねらい  
使い方・アピール

ポイント等  

じゃんけんルーレット  
 

・「ルーレットを回すた
めに必要な手指の動作
の獲得」「じゃんけんの
概念の形成」「色やじゃ
んけんの手の形の判
別」等基礎的な概念の
形成も図る。他者との
かかわりを拡げ、集団
での遊びに参加できる
ことを目指します。  

・制作コストがほぼ０
円。持ち運びが手ごろな
サイズのため、外での活
動にも持っていける。キ
ャップ下部分のストロー
部分の長さを調節するこ
とで回転強度を調整でき
ます。  

環境の把握・身体の動き  

名 称 及び 写 真  ねらい  
使い方・アピール

ポイント等  

しぼるん棒 1号・2号  

  

・しぼるん棒１号により 
「絞る」動作を身につけ
るとともに、手首や腕の
回内・回外の可動域を拡
げる。さらに、しぼるん
棒２号により「トルク
（棒状の物体をねじる 
方向の力）をかける続け
られる筋力の向上を目 
指します。また動作と回
転の方向や色、時間を示
す言葉等を関連付けなが
ら指導することで基礎的
な概念の形成も図ること
ができる。  

・制作コストが安い！100 
均で手に入るもので作る
ことができます。 
1号：木製ねじ、ナット、
強力接着剤、棒、ドリル
2号：竹製水鉄砲、事故
防止クッション材、強力
接着剤 
・対象の生徒は手が汚れ
ることに対する嫌悪感を
持っているため、手触り
の良い自然素材を活用し
た。 
・トルクするためにかか
る負荷や力のかけ具合を
クッション材の弾性や印
の位置により調節できま
す。  

心理的な安定・人間関係の形成・環境の把握・コミュニケ

ーション  

名 称 及び 写 真  ねらい  
使い方・アピール

ポイント等  

トータス（１０+）  

  

・友達の対戦式のゲーム
を通して、注意を持続さ
せ集中して活動に取り組
めることを目指しつつ、
移り変わるゲームの場面
や対戦相手の状況を理解
して心理的抵抗を軽減、
応援等の相手に配慮した
言葉遣いやコミュニケー
ションを行えるよう教材
を設定し実施した。また

・制作時間はかかるが、
コストは 200円程度。 
・数字ごとに色を決め、
視覚的にも判別しやすい
よう工夫。 
・足し算と神経衰弱を組
み合わせたゲームのため
難易度は高いが、その分
ゲーム性は高く対象生徒
が興味関心を持って取り
組むことができている。 



数学で身につけた力を活
用することで「できた」
という意欲やさらなる計
算力の向上を図ることが
できます。 

・紙コップを重ねること
で「10のまとまり」や獲
得数を視覚的、動作的に
も判断しやすい。 
・相手のターンにも、一
緒に計算したりカップの
位置を覚えたり、主体的
にゲームに参加する機会
があり、互いに「足した
ら〇〇だね」等やりとり
が生まれている。さらに
ゲームを優位に進めるた
めには集中したり注意を
持続させたりする必要が
あるため、生徒が集中し
ている時間が長くなって
いる。 
・コップを重ねる感覚が
気持ちいい。→片付けも
楽しい！ 

人間関係の形成・コミュニケーション  

名 称 及び 写 真  ねらい  
使い方・アピール

ポイント等  
ソーシャルスキルトレーニング 

（ＳＳＴ） 
すごろく  
 

・すごろくゲームを通じ

て、ＳＳＴの学習を行い

ます。  

・子どもは楽しいゲーム

の中で自由に意思を伝え

ながら進めていきます。

子どもの発達段階や特徴

に合わせ、教師が課題を

考えてその子独自の問題

を考えることができま

す。  

「～と言えば」  

  

・相手の話を聞かずに一
方的に話すことが多い子
どもや、言葉を知ってい
るがそこからイメージが
拡がり難い子ども達が、
相手が伝えた言葉を聞い
て、それに合った言葉を
イメージし伝える力を高
めることができます。 

・当初は最初に出てきた
言葉のイメージや自分が
言いたいことに引きずら
れて、直前に相手が話し
た言葉と無関係な言葉を
伝えることや、言葉が思
いつかずに怒ってしまう
ことがありました。学習
を進める中で、相手の言
葉に合った言葉が考えら
れる、「わからないからヒ
ントちょうだい」等伝え
られるようになってきま
した。 



１分間トレーニング 
（数字・文字・記号等）  

  

 

・集中力の継続。友達や
教師を意識し、合わせ
る。相手が聞き取りやす
い声の大きさやスピード
等を調整する力を高め
る。相手が話したことを
正しく聞き取り、適切に
処理して応える力を高め
ることができます。  

・友達や教師とペアで行
います。活動開始当初、
読み手は相手を見ずに自
分のペースで読み進んで
しまうことがあったり、
聞き手は読み手が読み始
めても知らないふりをし
たり、相手の読むスピー
ドに付いていけずに黙っ
て困ったり怒り出すこと
がありました。活動開始
前にそれぞれ目標を決め
て、「相手が書くのを見な
がら読む」「相手が分かり
やすいようにゆっくり読
む」「わからないときはも
う一回いってください」
と伝える等それぞれが気
を付けることを意識して
読むことで改善していき
ました。  

環境の把握・コミュニケーション  

名 称 及び 写 真  ねらい  
使い方・アピール

ポイント等  

マッチング・文字学習・マトリク

ス・数等の学習のための汎用カード 

   

・位置や空間把握力をつ

けることができる。 
・言葉の理解、発声、発

音、言葉の表出を促すこ

とができます。 

・カードに厚みを持たせ

ていることで操作しやす

い。 

・透明のケースを使用す

ることで、マッチングか

らことばの作成へと段階

的に取り組めるようにな

っています。 

心理的な安定・人間関係の形成・コミュニケーション  

名 称 及び 写 真  ねらい  
使い方・アピール

ポイント等  

ＳＳＴ 
（人との接し方、関わり方、色々な約束、ルール）  
   

・表情理解を通して自分

の気持ち、人の気持ちに

気付く。気持ちの安定を

図り、色々な活動ができ

ます。 
・状況に応じたコミュニ

ケーションが図れます。  

・個々の実態に応じて正

しい行為等について具体

的に示すことで、理解を

促しやすくしている。少

し操作できる部分を取り

入れることで、より注目

して聞き、意識できるよ

うにしている。自立活動

の時間以外においても、

すぐ取り出し、振り返ら

れるようにしています。  



気になること  

  

・自己理解、他者理解。  ・即時評価、振り返りの

ツールになります。客観

的に自分を見つめること

が可能。  

  


